
1985年出上の木簡
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今
将
路じ
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間
　
　
一
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八
四
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五
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１

一
二
月
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一
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五
年
二
月

ｉ
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月
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六
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ｉ

一
一
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３
　
発
掘
機
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今
小
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周
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発
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査
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調
査
担
当
者
　
と
山
田
章
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郎

５
　
連退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

。
中
世
都
市
市
衡
地
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
小
路
周
辺
遺
跡
と
は
、
中
世
都
市
鎌
倉
の
中
央
路
若
官
大
路
の
西
に
平
行

す
る
今
小
路

（今
大
路
）

の
周

辺

一
帯
を
指
す
が
、
調
査
地
は

同
路
の
西
側
に
あ
る
御
成
小
学

校
の
校
庭
部
分
で
あ
る
。
調
査

地
は
標
高
八
ｉ
九
ｍ
で
、
西
側

に
山
を
負
い
東
方
に
緩
傾
斜
す

籟

る
山
裾
低
地
に
存
在
す
る
。
遺

触

構
面
の
標
高
は
、
中
世
で
六
ｉ

七
ｍ
、
古
代
で
は
五
ｍ
前
後
で

あ
る
。
調
査
地
の
南
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
所
に
旧
東
海
道
が
走

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
古
砂
丘
帯
が
あ
り
、
北
三
〇
〇
ｍ
の
所
に
は
古
代
寺
院
跡
の
存
在
を
想
わ
せ

る
古
瓦
散
布
地
が
あ
る
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
古
代
官
衛
跡
の
柱
穴
覆
土
か
ら
と
、
中
世
井
戸
の
覆

土
か
ら
で
あ
る
。
古
代
官
行
跡
は
二
時
期
に
わ
た
る
建
物
跡
で
、
第

一
期
は
東

に
開
く
コ
の
字
形
配
置
の
掘
立
柱
建
物
群

（西
に
正
殿
、
南
北
に
脇
殿
、
東
に
柵
）

か
ら
成
り
、
第
二
期
は
北
側
に
四
面
廂
の
大
型
掘
立
柱
建
物
、
西
に
総
柱
建
物

二
棟
と
長
い
建
物
、
南
に
総
柱
建
物

（あ
る
い
は
門
か
）
と
長
い
建
物
二
棟
を
配

す
特
異
な
配
置
か
ら
成
る
。

①
木
簡
は
、
第

一
期
の
正
殿
と
南
脇
殿
と
を
結
ぶ
よ
う
な
南
西
角
地
に
並
ぶ

一
本
柱
列
の
う
ち
の
一
柱
穴
よ
り
出
土
し
た
。
柱
穴
は
柱
が
抜
取
ら
れ
た
ら
し

い
埋
没
状
況
で
、
木
簡
は
柱
根
削
片
と
共
に
旧
柱
穴
内
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
②
木
簡
は
、
官
衝
建
物
群
よ
り
北
方
に
は
ず
れ
る
場
所
の
所
属

不
粥
の
柱
穴
よ
り
出
上
し
た
。
こ
の
柱
穴
も
柱
は
抜
取
ら
れ
た
よ
う
で
、
木
簡

は
木
の
葉
の
小
残
片
を
含
む
埋
土
中
に
あ

っ
た
。

中
世
の
木
簡
①
⑭
は
、
中
世
武
家
屋
敷
の
南
外
方
に
あ
る
庶
民
居
住
区

（仮

称
）
の
井
戸
よ
り
出
上
し
た
。
こ
の
井
戸
は
縦
板
方
形
横
桟
型
の
井
戸
枠
を
も

ち
、
掘
り
込
み
面
か
ら
す
る
と

一
四
世
紀
初
頭
ｔ
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
出
土
遺
物
が
少
く
、
時
期
決
定
が
難
し
い
。
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大
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μ
昌

⑪
②
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
判
読
し
て
い
た

だ
い
た
。
Ｏ
⑭
は
、
折
敷
板
の
断
片
に
文
字
の
書
か
れ
た
も
の
で
、
類
例
は
市

内
で
も
鶴
岡
八
幡
官
境
内
な
ど
何
力
所
か
で
出
上
し
て
い
る
。
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掘
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５
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跡
の
種
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院
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７
　
遺
跡
及
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木
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遺
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鶴
岡
八
幡
官
は
康
平
六
年

（
一
〇
杢
じ
、　
源
頼
義
が
鎌
倉
由
比
郷
に
、
前

九
年
の
役
の
戦
勝
を
記
念
し
勧

請
し
た
石
清
水
八
幡
官
が
前
身

で
あ
り
、　
治
承
四
年

（
一
一
八

〇
）
鎌
倉
に
入
つ
た
源
頼
朝
が

現
在
地
、
小
林
郷
北
山
に
遷
し

た
。も

と
は
神
仏
習
合
に
よ
り
、

鶴
岡
八
幡
官
寺
と
称
し
別
当
職

等
も
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
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